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　系統分類学がどんなに進歩し，その多様な起源がどれほど
究められようとも，海にすむ藻が「海藻」であることは揺る
がない。海のない県へ海藻を採集に出向くのは，木によりて
魚を求むがごとしで，海藻を専門とする筆者は海岸線を持た
ない県に縁がなかった。ところが，2019年の秋（10月 5日
～ 12月 1日），群馬県で海藻をテーマにした企画展「海の森
～海藻たちのワンダーランド～」（図 1）が開催され，その質
と量に海のない県でこれほどの海藻を展示できるものなのか
と驚かされたので紹介する。
　群馬県立自然史博物館（図 2）は，1996年に廃止された群
馬県立自然科学資料館の資料を引き継いで同年開館した自然
史系博物館である。群馬県の自然や県内で産した恐竜などの
化石を中心とする常設展示に，近年のリニューアルにより地
球史や生物進化をテーマとした展示が加わっている。
　海のない県の博物館が今回，海藻展を企画した動機は利根
川にある。その源流は群馬県みなかみ町の大

おおみなかみやま

水上山にあり，
同県を貫いた後，埼玉県，茨城県、千葉県の県境をたどり銚
子にいたる。この日本で 2番目に長い川を介して群馬の山の
森と千葉の海の藻場・海中林とが生態学的に繋がっていると
いう自然観が，この企画展の隠れたコンセプトである。それ
で千葉県立中央博物館海の博物館（勝浦）で活動しているマ
スコット「藻

も

じゃーず」（ワカメやヒジキなど 10種類の妖精）
が千葉の海から群馬に出張し，群馬県のマスコット「ぐんま
ちゃん」に海藻押し葉のつくりかたを教えるという意表を突
いたストーリー設定になっている。これは海藻の企画展にお
けるマスコットの活用方法としては過去に例が見当たらない
うまいやり方と思われた。
　会場は波打ち際をイメージした展示からはじまり，海岸海
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中の壁面グラフィックや各種海藻の水槽で来場者を海藻世界
へ誘う。海藻の形や色の解説など基本をおさえた展示に続い
たあと，海藻の魅力を多面的にみせるコーナーが展開する。
アサクサノリ生育地のジオラマでは，その生育環境として干
潟の葦の群落を再現したうえ，館員自身が現地で経験した干
潟の歩きにくさまで再現した体験展示「疑似干潟」が用意さ
れていた。さらに進むと天井に吊された数種類の大型コンブ
がひときわ目立ち，来場者に海藻がヒトよりも大きいことを認
識させることに成功していた（図 3）。食用海藻のコーナーで

　図 1　入口の立て看板。クビレヅタの生藻体を水槽展示している。　　　　　図 3　天井にマコンブとナガコンブの実物が吊られている。

図 2　群馬県立自然史博物館（富岡市）。
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は日本各地の製品が並べられて一大コレクションとなってい
た（図 4）。一部を国立科学博物館の特別展（下記）に流用さ
せていただくことをお願いした。海藻ではないが，群馬県で
はいまもカワノリが食用として採取され，漉いて海苔をつくる
人がおられるそうで，その製品も展示された（図 5）。科博か
らは群馬県固有種の車軸藻グンマフラスコモの標本（1966年，
加崎英男採集品）を出品した。また，野田三千代氏の海藻アー
トは海藻の美がさらに追究され，以前にもまして多くの大作
が展示された。11月 10日には同氏による海藻おしば教室が
開催され，来館者は思い思いの海藻おしばを制作，海藻の美
しさ面白さを体感していた（図 6）。
　この企画展の開催にあたっては，十数名の藻類学会員が展
示制作に協力し，展示図録『海の森　山・川・海はつながっ

ている。』の執筆を担当された。その内容は，海藻と海草の違
いから海中林や磯焼けにまで及ぶ。盛り沢山で，群馬に海が
あるかのような錯覚をさせられた企画展であった。
　最後に，本稿をご校閲いただいた群馬県立自然史博物館主
幹学芸員 姉崎智子氏にお礼を申し上げる。

（国立科学博物館）

【群馬県立自然史物館】
所在地：370-2345群馬県富岡市上黒岩 1674-1。開館時間：午前 9
時 30分～午後 5時。休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日），年
末年始。入館料：一般 720円（20名以上の団体 570円），大学・高
校生 410円（320円），中学生以下，身体障害者手帳・療育手帳また
は精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方及びその介助者 1名は無料。
交通：上信電鉄上州七日市駅から徒歩 25分。Tel： 0274-60-1200（代
表）。URL：http://www.gmnh.pref.gunma.jp/。

図 4　海藻製品。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 5　カワノリ製品。　　　図 6　野田三千代氏による海藻おしば教室。

国立科学博物館特別展

「和食展〜日本の自然，人々の知恵〜」
2020年 3月14日（土）〜6月14日（日）

　2013年に「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産登録を受けたことで，和食の食材に欠かせない食
用海藻も注目を浴び始めています。野菜や魚介とともに海藻も選抜して展示しますので是非ご来場ください。　　（北山）

【料金・アクセスなど】
開館時間： 午前 9時 30分～午後 5時（金曜・

土曜は午後 8時まで）。入館は
各閉館時刻の 30分前まで

休館日： 毎週月曜日（祝日の場合は翌日），
5月 7日（木），5月 19日（火）

入場料： 一般・大学生 1,700円（前売券 
1,500円），小・中・高校生 600
円（前売券 520円）

所在地： 110-8718東京都台東区上野公園
7-20

交　通： JR上野駅から徒歩 5分。東京メ
トロ銀座線・日比谷線「上野駅」
から徒歩 10分

問合せ： Tel  03-5777-8600（ハローダイ
ヤル）

  URL：https://washoku2020.jp
主　催： 国立科学博物館，朝日新聞社，

NHK，NHKプロモーション，
文化庁日本芸術文化振興会




